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熊
本
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

組
合
紹
介

　

昨
年　

四
月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地

震
の
際
は
、
全
国
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
、

ま
た
、暖
か
い
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
、
復
興
、
復
旧
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

熊
本
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合
は
、
昭

和
四
一
年
に
任
意
組
合
と
し
て
発
足
し
、

以
来
組
合
の
相
互
の
協
調
、
融
和
、
団
結

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
企
業
の
合
理
化

と
安
全
教
育
の
徹
底
、
労
働
条
件
の
改
善

な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
更
に
組
織
の
強
化
を
図
る
た
め
任
意

組
合
を
解
散
、
平
成
四
年
五
月
、
組
合
法

に
基
づ
き
熊
本
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

を
設
立
し
、
組
合
に
よ
る
共
同
事
業
の
推

進
、
労
働
環
境
の
改
善
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
地
道
な
組
合
活
動

の
結
果
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
長
表

彰
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
会
員
は
二
十
四
社
、
後
継
者
育

成
・
若
年
技
術
者
の
確
保
と
育
成
・
物
造

り
に
た
ず
さ
わ
る
技
術
者
の
処
遇
改
善
な

ど
、
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

回
の
熊
本
地
震
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
、【
安
全

な
建
物
造
り
】
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

創
立
十
六
年
に
な
る
青
年
部
と
共
に
鉄

筋
業
を
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
、
積
極
的
に

魅
力
あ
る
鉄
筋
業
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
み
て
く
だ

さ
ー
い
。

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。
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田
中　
　

勲　
㈱
関
西
ス
チ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
代
表
取
締
役
社
長

　

関
西
鉄
筋
工
業
協
同
組
合
副
理
事
長

汐
田　

隆
幸　

㈱
加
工
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役

　

福
岡
県
鉄
筋
事
業
協
同
組
合（
前
）副
理
事
長

�

（
敬
称
略
）

B
．
議
　
　
案

「
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
並
び
に
会
計
決
算

報
告
」、「
平
成
29
年
度
事
業
計
画
、
お
よ
び
収

支
予
算
書
」、「
会
費
の
見
直
し
」
等
が
社
員
総

会
に
於
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

C
．
講
　
　
義

鉄
筋
2
級
技
能
検
定
試
験
の

手
順
書
（
Ｖ
Ｒ
映
像
）

　

職
業
能
力
開
発
総
合
大
学

准
教
授�

西
澤　

秀
喜　

様

D
．
講
　
　
演

国
土
交
通
省　

土
地
・
建
設
産
業
局

　

建
設
市
場
整
備
課
長

木
村　
　

実　

様

第
６
回（
通
期
第
32
回
）社
員
総
会
開
催
報
告

福
岡
県
鉄
筋
事
業
協
同
組
合

　
理
事
長　
宮　
村　
博　
良

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
3
年
後

に
控
え
、
建
設
産
業
に
携
わ
る
職

人
の
人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
割
に
は
鉄
筋
工

事
に
お
い
て
も
請
負
単
価
の
上
昇

が
一
服
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
ま
だ
ま
だ
鉄
筋
工
事

の
請
負
単
価
は
適
正
な
単
価
と
は
言
い
難
く
他
業
種
に
比
べ
る

と
安
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
も
っ
と
請
負
単
価
を
上
げ

て
、
そ
れ
を
現
場
で
働
く
職
人
た
ち
に
還
元
し
、
職
人
た
ち
の

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
組
合
の
使
命
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
一
所
懸
命
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

就
任
に
あ
た
り
責
務
の
重
さ
を
感
じ
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
挙
げ
て
組
合
の
発
展
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ
ま
で
以
上
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

　
理
事
長　
林　
田　
秀　
幸

　

本
年
、
5
月
27
日
に
開
催
致
し

ま
し
た
、
通
常
総
会
に
お
き
ま
し

て
理
事
長
.
に
就
任
致
し
ま
し

た
。

　

理
事
長
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
の
新
た
な
活
動
へ
の
挑
戦
や
組

合
の
活
性
化
、
青
年
部
や
若
年
者
へ
の
技
能
・
技
術
の
伝
承
、

新
た
な
会
員
の
加
入
、
ま
た
、
会
員
企
業
の
安
定
化
、
単
価
を

下
げ
な
い
受
注
や
応
援
単
価
の
問
題
等
々
沢
山
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
組
合
会
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
手
県
鉄
筋
業
協
会　

会
長　
田　
村　
一　
夫

　

こ
の
度
、
因
幡
壽
雄
会
長
の
後

任
と
し
て
幹
事
会
の
ご
推
挙
並
び

に
通
常
総
会
の
承
認
に
よ
っ
て
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
副
会

長
職
を
6
年
余
り
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
責
務
の
違
い
を
痛
感
し
て
い
る
所
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
6
年
前
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
事
業
も
着
々

と
進
ん
で
い
る
中
、
本
県
に
お
い
て
は
社
会
保
険
加
入
対
策
も

終
了
し
、
今
後
は
法
定
福
利
費
の
支
給
も
含
め
た
適
正
価
格
で

の
安
全
・
安
心
な
工
事
を
含
め
た
進
歩
発
展
に
重
点
を
置
い
て
、

推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

浅
学
菲
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
職
務
の
遂
行
に
邁
進
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

富
山
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

　
理
事
長　
扇　
原　
優　
一

　

美
し
い
山
々
が
連
な
る
立
山
連

峰
や
蜃
気
楼
が
現
れ
る
海
、「
富

山
湾
の
神
秘
・
宝
石
」
と
も
呼
ば

れ
る
ホ
タ
ル
イ
カ
や
シ
ロ
エ
ビ
な

ど
山
や
海
の
恵
み
に
あ
ふ
れ
る
自

然
豊
か
な
当
県
で
は
昨
今
、
業
界
労
働
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
若
年
層
の
雇
用
定
着
ま
た
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
、
組

合
青
年
部
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
の
会
員
の
皆
様
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
職
人
達
の
す

ば
ら
し
い
技
術
を
伝
承
で
き
る
よ
う
、
県
民
性
で
あ
る
粘
り
強

さ
で
精
一
杯
、
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
5
月
23
日
（
火
）「
東
海
大
学
校
友
会
館
」

A
．
平
成
29
年
度
功
労
者
表
彰

（
公
社
）
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
　
会
長
賞

呼
子　

照
夫　

㈱
呼
子
鉄
筋
工
業
所
会
長

　

茨
城
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
副
理
事
長

佐
山　
　

茂　

㈱
佐
山
代
表
取
締
役

　

栃
木
県
鉄
筋
工
事
業
協
会
副
会
長

海
野　

政
也　

㈲
海
野
鉄
筋
工
業
所
社
長

　

長
野
県
鉄
筋
業
協
会
会
長

立
田　

賢
一　
㈲
立
田
鉄
筋
工
業
所
代
表
取
締
役

　

静
岡
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
理
事

愚
直
に
保
険
加
入
推
進

全
鉄
筋

　
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
︵
内
山
聖
会

長
︶
は

東
京
都
千
代
田
区
の
東
海
大

学
校
友
会
館
で
第
６
回
社
員
総
会
を
開

い
た

理
事
・
監
事
の
改
選
で
は

理

事
の
酒
見
荘
次
郎
シ
グ
マ
技
研
社
長
が

退
任
し

後
任
の
理
事
に
蟹
澤
宏
剛
芝

浦
工
業
大
学
教
授
の
就
任
を
承
認
し

た


　
冒
頭

内
山
会
長
は
﹁
こ
と
し
４
月

か
ら
特
例
の
職
人
を
除
い
て
は
社
会
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

て
い
る

が

一
向
に
進
ん
で
い
な
い

工
事
量

が
激
減
し

中
小
ゼ
ネ
コ
ン
で
は
ダ
ン

ピ
ン
グ
も
始
ま

て
お
り

社
会
保
険

料
は
出
せ
な
い
と
い
う
ゼ
ネ
コ
ン
が
あ

る

全
鉄
筋
で
は

職
人
を
社
会
保
険

に
加
入
さ
せ

さ
ら
に
２
次

３
次
下

請
け
ま
で
す
べ
て
の
業
者
が
建
設
業
許

可
を
取
得
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た

が

社
会
保
険
料
を
払
え
な
い
か
ら


個
人
事
業
主
に
な
る
職
人
が
増
え
て
き

て
い
る

ま
と
も
に
や

た
ら
馬
鹿
を

見
る

そ
ん
な
空
気
に
な

て
き
て
い

る
﹂
と
社
会
保
険
未
加
入
問
題
の
現
状

に
危
機
感
を
示
し
た
上
で

﹁
全
鉄
筋

メ
ン
バ

は
力
を
合
わ
せ
て

我
慢
し

て
愚
直
に
標
準
見
積
書
を
提
出
し
よ

う
﹂
と
呼
び
掛
け

﹁
社
会
保
険
料
の

確
保
は
人
任
せ
で
は
ダ
メ
だ

各
企
業

が
さ
ら
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る

愚

直
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
必
ず
将
来
は

見
え
て
く
る
﹂
こ
と
を
強
調
し
た


　
さ
ら
に

管
理
費
用
に
つ
い
て
﹁
安

全
管
理
費

施
工
管
理
費
の
費
用
は
ほ

と
ん
ど
も
ら

て
い
な
い

自
主
管
理

と
い
う
名
の
下
に
下
請
け
が
管
理
さ
せ

ら
れ
て
い
る

そ
れ
で
は
後
に
続
く
企

業
も
出
て
こ
な
い
し

若
手
の
職
人
も

入

て
こ
な
い

全
鉄
筋
と
し
て
や
る

べ
き
こ
と
は
や
る

し
か
し

払
う
べ

き
も
の
は
払

て
も
ら
わ
な
い
と
会
社

が
成
り
立
た
な
い
﹂
と
述
べ
た


　
総
会
で
は

会
員
企
業
が
厳
し
い
経

営
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
２

０
０
７
年
に
減
額
し
た
会
費
の
値
戻
し

を
決
め
た
ほ
か


月

日
に
幕
張
メ


セ
で
全
国
鉄
筋
技
能
大
会
を
開
催
す

る
な
ど
の

年
度
事
業
計
画
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し

承
認
し
た


　
最
後
に

岩
田
正
吾
副
会
長
が
﹁
全

鉄
筋
傘
下
の
企
業
は
あ
と
２
社
で
１
０

０
０
社
に
な
る


結
束

を
キ

ワ


ド
に
協
力
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
﹂と
呼
び
掛
け
た
︵
５
・

︶
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愚
直
に
保
険
加
入
推
進

全
鉄
筋

　
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
︵
内
山
聖
会

長
︶
は

東
京
都
千
代
田
区
の
東
海
大

学
校
友
会
館
で
第
６
回
社
員
総
会
を
開

い
た

理
事
・
監
事
の
改
選
で
は

理

事
の
酒
見
荘
次
郎
シ
グ
マ
技
研
社
長
が

退
任
し

後
任
の
理
事
に
蟹
澤
宏
剛
芝

浦
工
業
大
学
教
授
の
就
任
を
承
認
し

た


　
冒
頭

内
山
会
長
は
﹁
こ
と
し
４
月

か
ら
特
例
の
職
人
を
除
い
て
は
社
会
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

て
い
る

が

一
向
に
進
ん
で
い
な
い

工
事
量

が
激
減
し

中
小
ゼ
ネ
コ
ン
で
は
ダ
ン

ピ
ン
グ
も
始
ま

て
お
り

社
会
保
険

料
は
出
せ
な
い
と
い
う
ゼ
ネ
コ
ン
が
あ

る

全
鉄
筋
で
は

職
人
を
社
会
保
険

に
加
入
さ
せ

さ
ら
に
２
次

３
次
下

請
け
ま
で
す
べ
て
の
業
者
が
建
設
業
許

可
を
取
得
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た

が

社
会
保
険
料
を
払
え
な
い
か
ら


個
人
事
業
主
に
な
る
職
人
が
増
え
て
き

て
い
る

ま
と
も
に
や

た
ら
馬
鹿
を

見
る

そ
ん
な
空
気
に
な

て
き
て
い

る
﹂
と
社
会
保
険
未
加
入
問
題
の
現
状

に
危
機
感
を
示
し
た
上
で

﹁
全
鉄
筋

メ
ン
バ

は
力
を
合
わ
せ
て

我
慢
し

て
愚
直
に
標
準
見
積
書
を
提
出
し
よ

う
﹂
と
呼
び
掛
け

﹁
社
会
保
険
料
の

確
保
は
人
任
せ
で
は
ダ
メ
だ

各
企
業

が
さ
ら
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る

愚

直
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
必
ず
将
来
は

見
え
て
く
る
﹂
こ
と
を
強
調
し
た


　
さ
ら
に

管
理
費
用
に
つ
い
て
﹁
安

全
管
理
費

施
工
管
理
費
の
費
用
は
ほ

と
ん
ど
も
ら

て
い
な
い

自
主
管
理

と
い
う
名
の
下
に
下
請
け
が
管
理
さ
せ

ら
れ
て
い
る

そ
れ
で
は
後
に
続
く
企

業
も
出
て
こ
な
い
し

若
手
の
職
人
も

入

て
こ
な
い

全
鉄
筋
と
し
て
や
る

べ
き
こ
と
は
や
る

し
か
し

払
う
べ

き
も
の
は
払

て
も
ら
わ
な
い
と
会
社

が
成
り
立
た
な
い
﹂
と
述
べ
た


　
総
会
で
は

会
員
企
業
が
厳
し
い
経

営
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
２

０
０
７
年
に
減
額
し
た
会
費
の
値
戻
し

を
決
め
た
ほ
か


月

日
に
幕
張
メ


セ
で
全
国
鉄
筋
技
能
大
会
を
開
催
す

る
な
ど
の

年
度
事
業
計
画
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し

承
認
し
た


　
最
後
に

岩
田
正
吾
副
会
長
が
﹁
全

鉄
筋
傘
下
の
企
業
は
あ
と
２
社
で
１
０

０
０
社
に
な
る


結
束

を
キ

ワ


ド
に
協
力
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
﹂と
呼
び
掛
け
た
︵
５
・

︶

建設通信新聞 2 0 1 7 年 0 5 月 2 5 日 0 0 2 面 0 1 版 N o . 1 2
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第 2 回全国技能大会に出場する精鋭たち
№ 正会員名 選手氏名 所属企業名 年齢 写真

1 北海道鉄筋業協同組合 北
キタ
川
ガワ
　太

タ
一
イチ

古沢工業㈱ 34

2 岩手県鉄筋業協会 田
タ
中
ナカ
　直
ナオ
文
フミ

㈲東鉄筋 40

3 宮城県鉄筋工事業協同組合 桃
モモ
井
イ
　大
ダイ
輔
スケ ㈱サンエーテッ

ク
35

4 秋田県鉄筋工事業協同組合 小
コ
柳
ヤナギ
　　倫

リン
㈱豊和鉄筋産業 38

5 福島県鉄筋業協同組合 三
サン
本
ボン
菅
スゲ
　裕
ユウ
二
ジ
白沢鉄筋工業㈱ 35

6 茨城県鉄筋業協同組合 小
オ
田
ダ
　英
ヒデ
明
アキ

㈱大平組 43

7 栃木県鉄筋工事業協会 日
ヒ
向
ガ
野
ノ
　潤
ジュン

㈲鹿沼鉄筋工業 34

8 群馬県鉄筋工業組合 泉
モト
二
ジ
　青
アオ
海
ミ

㈱高井工業 40

9 埼玉県鉄筋業協同組合 酒
サカ
井
イ
　将
マサ
行
ユキ

西﨑鐵筋工業㈱ 27

10 千葉県鉄筋業協同組合 靏
ツル
田
タ
　　悌

ヤスシ
㈱ダイニッセイ 44

11 千葉県鉄筋業協同組合 伊
イ
東
トウ
　英
ヒデ
昌
マサ

高千穂鉄筋㈱ 33

12 東京都鉄筋協同組合 高
タカ
杉
スギ
　敦
アツ
志
シ

㈱小黒組 44

13 協同組合東京鉄筋工業協会 森
モリ
島
シマ
　直
ナオ
高
タカ

藤工業㈱ 44

14 神奈川県鉄筋業協同組合 小
コ
林
バヤシ
　　隆

リュウ
㈲サンワ工業 38

15 新潟県鉄筋業協同組合 渡
ワタ
辺
ナベ
　博
ヒロ
一
カズ

㈲SUN鋼業 42

16 富山県鉄筋工事業協同組合 宮
ミヤ
村
ムラ
　恵
ケイ
介
スケ

旭鉄筋㈱ 43

№ 正会員名 選手氏名 所属企業名 年齢 写真

17 石川県鉄筋業協同組合 川
カワ
上
カミ
　充
ミツル

㈱川上鉄筋工業 42

18 福井県鉄筋協同組合 牧
マキ
野
ノ
　慎
シン
二
ジ
朗
ロウ
㈱一鐡 35

19 長野県鉄筋業協会 選考中（8月予選大会実施）

20 岐阜県鉄筋組合 今
イマ
井
イ
　真

マコ ト
人 ㈱ヤマモト 38

21 静岡県鉄筋業協同組合 立
タチ
野
ノ
　匡
マサ
昭
アキ

㈲長友鉄筋工業 35

22 愛知鉄筋業協同組合 林
ハヤシ
　奈

ナ
緒
オ
子
コ

㈱ディビーエス 41

23 三重県鉄筋工事組合 細
ホソ
木
キ
　大
ヒロ
路
ミチ

吹上鋼材㈲ 40

24 関西鉄筋工業協同組合 村
ムラ
田
タ
　信
シン
一
イチ

田村工業㈱ 45

25 関西鉄筋工業協同組合 谷
タニ
口
グチ
　　圭

ケイ
富田興業㈱ 40

26 島根県鉄筋工事業協同組合 大
オオ
平
ヒラ
　　力

リキ
㈲共栄工業 31

27 山口県鉄筋工業協同組合 松
マツ
谷
タニ
　達
タツ
也
ヤ

宮本工業㈱ 35

28 徳島県鉄筋工事業協同組合 喜
キ
多
タ
　　晋

ススム
㈲工藤建設興業 41

29 香川県鉄筋協同組合 細
ホソ
川
カワ
　賢
ケン
一
イチ

㈲中富工業 29

30 愛媛県鉄筋業協同組合 山
ヤマ
内
ウチ
　雄
ユウ
一
イチ

㈱山鐵 39

31 福岡県鉄筋事業協同組合 和
ワ
田
ダ
　匡
キョウ
平
ヘイ
㈱宮村鉄筋工業 25

32 佐賀県鉄筋工事業協同組合 大
オオ
久
ク
保
ボ
　法
ノリ
克
ヨシ
㈱大久保鉄筋工業 34

33 長崎県鉄筋工事業協同組合 原
ハラ
山
ヤマ
　知
トモ
幸
ユキ

㈲原山鉄筋工業所 40

34 熊本県鉄筋工事業協同組合 選考中（8月予選大会実施）

35 大分県鉄筋工事業協同組合 花
ハナ
田
ダ
　　諭

サトシ
㈲花田鉄筋工業 31

36 宮崎鉄筋業組合 金
カネ
丸
マル
　貴
タカ
士
シ

㈲山口鉄筋 33

37 沖縄県鉄筋工事業協同組合 選考中（8月予選大会実施）

4月1日、正会員数（40団体） 35団体、37名エントリー

　今年度から、全国鉄筋技能大会を隔年で開催できる運びとなりました。

これも関係各位の暖かいご協力と関係各社のご協賛、並びに国土交通省

様、（一財）建設業振興基金様、（一社）建設産業専門団体連合会様、職

業訓練法人全国建設産業教育訓練協会様にご後援を頂けるからこそと、

皆様への感謝に尽きる次第でございます。

　本大会は、腕を競うことで自分のレベルを再確認できる、日本一の鉄

筋技能者を選ぶ大会です。この大会が必ずや技能の向上と、専門工事業

全体の活性化に繋がるものと信じます。千葉市の幕張メッセへ多くの方

にご来場いただき、鉄筋工事の仕事に理解を深めていただき、選手を激

励していただきたいと願います。

（公社）全国鉄筋工事業協会　実行委員長　館岡　正一

　全国から選ばれし精鋭たちよ、
幕張で享有する技能を研鑽しょう！！！

鉄筋EXPO2017はこちらから

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2017年（平成29）８月１日



　

夏
本
番
、
い
よ
い
よ
私
た
ち
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
炎
天
下
の
中
、
誇
り

を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い

る
鉄
筋
工
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
近
の
地
球
は
ど
う
に
か
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
35
度
を
超
え
る

猛
暑
日
の
多
さ
や
各
地
で
頻
発
す
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
、
自
然
を
前
に
人
間
の
無
力

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
「
自
然
」
に
対
峙
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、そ
れ
を
除
け
ば
真
っ

向
か
ら
対
峙
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
、一
部
の
例
外
を
除
き
ス
タ
ー

ト
し
た
社
保
100
％
加
入
。
ま
た
、
鉄
筋
工

の
低
す
ぎ
る
所
得
の
問
題
や
長
す
ぎ
る
労

働
時
間
、
少
な
い
休
日
の
問
題
な
ど
、
職

人
さ
ん
を
主
役
に
し
た
考
え
方
を
す
れ
ば
、

み
ん
な
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
は
ず
で

す
が
、「
会
社
経
営
」
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー

に
か
け
る
と
、
そ
れ
と
は
、
真
逆
の
発
想

が
生
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、建
設
と
い
う「
も
の
づ
く
り
」

の
主
役
は
職
人
さ
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
を

再
認
識
す
れ
ば
、お
の
ず
と
答
え
は
決
ま
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
－
１
Ｇ
Ｐ
に
参
加
す
る
よ

う
な
優
秀
な
職
人
さ
ん
が
誇
り
を
も
っ
て
、

安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
今
一
度

「
職
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
に
立
ち
返
り
、
皆
で

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
！
そ
う
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
は
青
年
部
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

青
年
部
は
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
。
強
い

使
命
感
と
大
き
な
理
想
を
胸
に
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
次
号
も
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

工
藤
桂
一

編
集
委
員

委
員
長　
　

篠
森　

義
晴
（
福　

岡
）

委　

員　
　

宮
本
ゆ
り
子
（
山　

口
）

　
　
　
　
　

木
浪　

裕
子
（
北
海
道
）

　
　
　
　
　

工
藤　

桂
一
（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　

國
井　
　

均
（
静　

岡
）

　
　
　
　
　

田
浦　

真
一
（
関　

西
）

　
　
　
　
　

古
澤　

英
樹
（
福　

岡
）

編
集
後
記

各地区広報活動報告

【山口県鉄筋工業協同組合】 【静岡県鉄筋業協同組合】
　山口県鉄筋工業協同組合は６月６日
に開催された「平成29年度やまぐち
建設業界研究セミナー」に参加しまし
た。昨年度に続き２回目の参加ですが、
セミナー事態が２回目という事もあ
り、参加企業が少なかったのですが、
高校生131名の学生さんに参加してい
ただきました。展示内容は、鉄筋１級
技能士によるデモンストレーション
や、ミニ鉄筋・パネルの展示、壁・梁の結束体験。結束体験では、MAX体験も
して頂きました。結束体験は女生徒さんにも好評で、ずっと壁の結束をしている
生徒さんもいました。
　工業系の高校を対象にしたこともあり、ある程度この業界に興味のある生徒さ
んばかりでしたが、今後もこの活動を通して業界に対する理解や関心を深めて頂
けたらと思います。

　静岡県は藤枝市にある㈱成島鐵筋工業の成島社長は、世の
中の人にもっと鉄筋を知ってもらおうとベテラン社員の戸塚
さんとアイディアをひねり、鉄筋アートが始まりました。

　静岡県で毎年開催される、建設業の展示会である、「静岡県住まい博」にキン
グギドラを製作、出店したところ、大
手ハウスメーカー、マスコミ、テレビ
にと、引っ張りだこになりました。
　会社としては、コスト負担も大変で
はあると思いますが、子供たちの笑顔
に励まされています。
　毎日２時間ぐらい、コツコツと１か
月かけて１体作るのですが、県下の美
術展などでも数度の受賞があり、それ
も励みになっているそうです。
　「鉄筋EXPO 2017」にも出店予定で
すので、ぜひご覧ください。

　全国各地で鉄筋工事の裾野を広げる活動が行われています。今回は、静岡と山口の活動をご紹介します。
　POWERでは、毎回各地の広報活動の紹介をしていきますので、開催された地区は全鉄筋までデータの送付をよろしくお願いいたします。

鉄筋業界の働き方改革とは

これからの品質とコンプライアンス

年収・有休・残業・休日の実態に迫る

青年部を中心とした

全国一斉調査結果を公開

この日が審判の時

10年後の業界に白黒つけようじゃないか10年後の業界に白黒つけようじゃないか

日時： 2017年11月24日(金) 12:00～14:00

場所： 幕張メッセ 国際展示場９ホール

                 ２階特別会議室(鉄筋EXPO2017 内)

（戸塚昌利さん）
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